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日
本
と
キ
ル
ギ
ス
の
友
好

の
懸
け
橋
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
元
留
学
生
チ
ョ
ン
ム
ル

ノ
フ
・
チ
ム
ー
ル
さ
ん（
平
18

院
商
修
・
40
歳
）
の
闘
病
に
、

恩
師
や
卒
業
生
、
仲
間
た
ち

の
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　
チ
ム
ー
ル
さ
ん
は
在
日
キ

ル
ギ
ス
大
使
館
元
書
記
官
、

同
国
外
務
省
職
員
。
日
本
出

張
中
の
昨
年
12
月
、
激
し
い

頭
痛
と
だ
る
さ
に
見
舞
わ
れ

た
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
中
央
病
院
で
脳
腫
瘍
と
診

断
さ
れ
緊
急
手
術
。
手
術
は

成
功
し
た
が
、
さ
ら
に
放
射

線
な
ど
の
治
療
が
必
要
に
な

っ
た
。

　「
治
療
費
を
助
け
よ
う
」
。

専
大
大
学
院
時
代
の
恩
師
・

黒
瀬
直
宏
元
商
学
部
教
授

（
現
・
嘉
悦
大
学
大
学
院
教

授
）
や
、
チ
ム
ー
ル
さ
ん
が

在
学
中
か
ら
親
交
が
あ
っ
た

東
京
都
目
黒
区
の
中
小
企
業

経
営
者
が
立
ち
上
が
り
、
救

援
金
を
呼
び
か
け
た
。

　
チ
ム
ー
ル
さ
ん
は
、「
戦

後
日
本
の
経
済
復
興
を
支
え

た
中
小
企
業
の
現
状
を
学
び

た
い
」
と
２
０
０
３
年
来

日
。
研
究
の
一
方
、
川
崎
市

や
目
黒
区
な
ど
の
外
国
人
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
勝
を
さ
ら
っ
た
。

　
博
士
後
期
課
程
の
中
途
で

在
日
キ
ル
ギ
ス
大
使
館
員
に

転
じ
た
。
11
年
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
震
災
直
後
に
復

興
支
援
を
表
明
し
た
キ
ル
ギ

ス
政
府
の
窓
口
と
な
り
、
同

国
か
ら
届
い
た
大
量
の
飲
料

水
を
宮
城
県
の
被
災
地
へ
配

送
す
る
手
配
に
奔
走
し
た
。

日
本
勤
務
は
15
年
10
月
ま
で

続
い
た
。

　
チ
ム
ー
ル
さ
ん
の
手
術
後

の
経
過
は
順
調
で
、
４
月
上

ア
ド
ニ
ス
75
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

75
号
が
４
月
15
日
に
発
行
さ

れ
た
。
主
な
内
容
▽
定
時
総

会
の
ご
案
内
▽
遠
藤
智
貴
さ

ん
（
平
28
商
）
、
小
田
貴
大

さ
ん
（
平
28
法
）、
桐
沢
彩

芽
さ
ん
（
平
28
経
営
）、
小

宮
多
喜
次
校
友
会
長
に
よ
る

新
校
友
歓
迎
座
談
会
▽
〔
わ

れ
ら
専
修
人
〕
櫻
井
は
る
枝

さ
ん
（
昭
62
法
）、
こ
ざ
わ

た
ま
こ
さ
ん
（
平
21
文
）
▽

〔
支
部
紹
介
〕
中
野
支
部
長

　
髙
﨑
孝
夫
さ
ん（
昭
44
商
）

　
椎
塚
裕
一
氏
（
し
い
つ
か

・
ゆ
う
い
ち

平
３
経
済
）

㈱
ア
ル
デ
プ
ロ
代
表
取
締
役

社
長
に
３
月
25
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
総
合

不
動
産
事
業
。

　
桑
野
光
正
氏
（
く
わ
の
・

み
つ
ま
さ

昭
52
経
済
）
㈱

ヤ
マ
ダ
電
機
代
表
取
締
役
社

長
兼
代
表
執
行
役
員
Ｃ
Ｏ
Ｏ

に
４
月
１
日
付
で
就
任
。
本

社

群
馬
県
高
崎
市
。
家
庭

電
化
製
品
の
販
売
と
修
理
、

リ
フ
ォ
ー
ム
・
住
宅
事
業
。

　
増
永
孝
一
氏
（
ま
す
な
が

・
こ
う
い
ち

昭
53
経
済
）

ア
ル
フ
レ
ッ
サ
㈱
代
表
取
締

役
社
長
に
４
月
１
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
医
療

用
医
薬
品
、
医
療
機
器
、
一

般
用
医
薬
品
な
ど
の
卸
売
販

売
事
業

〈
石
川
県
支
部
総
会
お
よ
び

馳
浩
大
臣
就
任
祝
賀
会
〉

▽
４
月
23
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら
徒

歩
２
分
「
金
沢
都
ホ
テ
ル
」

旴
丹
後
智
浩
氏
☎
０
９
０
・

８
２
６
６
・
１
６
２
６

〈
専
修
鳳
歩
こ
う
会
総
会
〉

▽
４
月
23
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
か
ら
徒
歩
１

分
「
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
」
旴

多
藝
義
明
氏
☎
０
９
０
・
４

３
９
６
・
０
８
２
０

〈
不
動
産
建
設
黒
門
会
総

会
〉

▽
５
月
21
日
（
土
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
旴
大
木
寛
之
氏
☎
０
８

０
・
３
４
１
３
・
４
８
４
２

〈
岐
阜
県
連
合
支
部
総
会
〉

▽
５
月
22
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
車

５
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ

ー
ル
岐
山
」
旴
野
口
晃
男
氏

☎
０
９
０
・
２
６
１
４
・
０

４
３
０

〈
校
友
会
幹
事
会
〉

▽
５
月
27
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
６

号
館
５
階
会
議
室
旴
校
友
会

事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・

７
５
７
９

　「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（
多
様
性
）
が
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
が
住
み
よ
い
街
・

渋
谷
を
作
り
あ
げ
た
い
」

　
広
告
代
理
店
博
報
堂
勤
務

６
年
、
渋
谷
区
議
３
期
を
経

て
２
０
１
５
年
４
月
、
東
京

都
・
渋
谷
区
長
に
な
っ
た
。

 

し
な
や
か
な
感
性
と
実
行

力
を
持
つ
。
同
性
カ
ッ
プ
ル

を
「
結
婚
」
に
相
当
す
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と

認
め
る
日
本
初
の
条
例
を
施

行
、
昨
年
11
月
に
証
明
書
の

発
行
を
始
め
た
。
こ
れ
は
区

議
時
代
の
12
年
、
議
会
で
当

時
の
区
長
に
提

案
し
た
の
が
き

っ
か
け
。
性
的

少
数
者
へ
の
偏

見
や
差
別
の
解

消
を
訴
え
続
け

て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
地

域
の
清
掃
美
化

活
動
を
楽
し
く

推
進
す
る
「
グ

リ

ー

ン

バ

ー

ド
」
や
、
生
涯

教
育
の
場
を
提

供
す
る
「
シ
ブ

ヤ
大
学
」（
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
を
設
立
す
る
な
ど
「
街

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
き

た
。「
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ

と
が
財
産
」
と
語
る
。

　「
竹
の
子
族
」「
渋
カ
ジ
」

な
ど
の
流
行
を
生
み
、
若
者

文
化
の
発
祥
地
と
し
て
人
気

の
同
区
原
宿
で
生
ま
れ
育
っ

た
。「
街
を
知
り
尽
く
し
た

ベ
テ
ラ
ン
」
を
自
任
。
渋
谷

の
魅
力
を
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
音
楽
の
若
者
文
化
と
、
緑

豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を

柔
軟
に
受
け
入
れ
、
発
展
し

て
き
た
街
」
と
表
現
す
る
。

　「
話
の
う
ま
さ
は
抜
群
。

優
等
生
と
は
違
う
や
ん
ち
ゃ

な
魅
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
ゼ
ミ
の
中
心
人
物
だ
っ

た
」
と
、
専
大
時
代
の
印
象

を
話
す
の
は
、
商
学
部
専
門

ゼ
ミ
の
恩
師
・
前
田
和
實
准

教
授
。

　
課
外
活
動
で
は
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
会
」
に
打
ち
込
ん
だ
。

日
本
代
表
と
し
て
毎
年
の
よ

う
に
豪
州
に
行
き
国
際
試
合

で
奮
闘
。「
現
地
で
の
英
語

は
ブ
ロ
ー
ク
ン
。
度
胸
で
渡

り
合
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
の

活
力
が
今
の
支
え
に
な
っ
て

い
る
」
と
振
り
返
る
。

　
４
年
後
の
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、

国
際
都
市
・
渋
谷
を
発
展
さ

せ
た
い
と
意
欲
を
燃
や
す
。

　「
渋
谷
が
躍
動
す
れ
ば
東

京
、
日
本
も
変
わ
る
。
大
そ

れ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
心
意
気
は
持
っ
て
い
た

い
」。
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
爽
や
か
な
笑
顔
で
語
る
。

－多様で国際的な渋谷に－

「
街
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
を

 

自
負
す
る
渋
谷
区
長

長は

谷せ

部べ

　
健

け

ん

さ
ん

（
平
８
商
）

創
立
30
周
年
祝
う 

 

Ｓ
Ｌ
Ｓ
Ｃ

　
サ
ー
フ
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
愛
好
会
（
Ｓ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
、
木

村
亮
太
代
表

ネ
ッ
ト
情
報

３
）
が
創
立
30
周
年
を
迎
え

た
。
記
念
式
典
を
２
月
28

日
、
東
京
都
港
区
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で

開
き
、
１
期
生
か
ら
現
役
部

員
ま
で
約
１
３
０
人
が
祝
っ

た

写
真
。

　
Ｓ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
は
、
千
葉
県
九

十
九
里
浜
海
岸
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
な
ど
海
難
事
故
防

止
・
救
助
の
役
割
を
担
う
。

さ
ら
に
泳
力
、
救
助
技
術
を

磨
き
、
競
技
会
に
出
場
す
る

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
楽

し
め
る
愛
好
会
だ
。
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
の
世
界
大
会
に

出
場
し
た
卒
業
生
も
い
る
。

　
１
９
８
５
年
、
体
育
の
授

業
（
水
泳
）
を
一
緒
に
受
け

て
い
た
学
生
た
ち
が
創
立
。

当
時
、
海
岸
で
の
活
動
を
目

的
と
し
た
ク
ラ
ブ
は
ほ
か
の

大
学
に
な
く
、
Ｓ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
は

大
学
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
の

先
駆
け
と
な
っ
た
。
現
在
、

会
員
は
40
人
。
卒
業
生
を
合

わ
せ
る
と
約
４
０
０
人
。

　
式
典
に
は
日
本
ラ
イ
フ
セ

ー
ビ
ン
グ
協
会
の
入
谷
拓
哉

理
事
長
や
、
Ｓ
Ｌ
Ｓ
Ｃ
前
顧

問
の
石
井
務
さ
ん
（
昭
41

商
）
も
駆
け
付
け
た
。
１
期

生
の
文
珠
寺
裕
之
さ
ん
（
平

元
経
営
）
は
「
30
年
前
は
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
と
い
う
名

の
普
及
か
ら
取
り
組
ん
だ
」

と
草
創
期
を
振
り
返
っ
た
。

　
最
後
に
井
藤
秀
晃
Ｏ
Ｂ
会

長
（
平
６
経
営
）
が
力
強
く

あ
い
さ
つ
。
今
後
の
健
闘
を

誓
い
合
っ
た
。

 

（
谷
貝
英
男
・
平
３
法
）

教
授
、元
商
学
部
教
授
）の
定

例
懇
親
会
が
２
月
６
日
、
東

京
都
の
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
同
研
究
会
は
１
９
７
４
年

か
ら
２
０
０
６
年
ま
で
続
い

た
。
英
語
を
学
び
た
い
学
生

が
水
谷
名
誉
教
授
の
も
と
に

集
ま
り
、
日
々
の
レ
ッ
ス
ン

や
合
宿
を
通
し
て
、
英
語
や

人
間
関
係
を
学
ん
だ
本
学
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
課
外
活
動
。

　
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
パ

サ
デ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
は
会
員
約

１
０
０
人
で
、
毎
年
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

水
谷
名
誉
教
授
ご
夫
妻
を
は

じ
め
、
研
究
会
卒
業
生
47
人

が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
。
水

谷
名
誉
教
授
は
「
一
期
一
会

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
」

と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
近

況
報
告
と
と
も
に
大
学
時
代

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
。

（
中
川
直
人
・
昭
63
経
済
、

平
26
院
経
済
博
）

現
代
英
語
研 

定
例
懇
親
会

　
学
部
を
超
え
て
英
語
を
学

ん
だ
専
修
大
学
現
代
英
語
研

究
会
（
指
導

水
谷
弘
名
誉

　
３
月
19
日
、
東
京
都
千
代

田
区
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
」

で
経
済
学
部
・
室
井
義
雄
ゼ

ミ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
ゼ
ミ
は
１
９
８
５
年
か
ら

今
年
３
月
ま
で
合
計
３
１
３

人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
。

　
こ
の
間
、
ほ
ぼ
２
年
ご
と

に
交
流
会
を
開
き
、
卒
業
生

の
み
な
ら
ず
現
役
生
も
参
加

し
て
、
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と

し
て
も
時
空
を
超
え
た
つ
な

が
り
を
創
っ
て
い
こ
う
と
す

る
と
こ
ろ
が
ユ
ニ
ー
ク
。

　
15
回
目
と
な
っ
た
今
回

は
、
第
４
期
生
か
ら
３
年
次

生
の
第
31
期
生
ま
で
24
世
代

・
88
人
が
参
加
し
た
。
中
に

は

遠

く

北

海

道
、
三
重
県
、

愛
知
県
か
ら
駆

け
付
け
た
卒
業

生
も
い
た
。

　
第
30
期
ゼ
ミ

長
の
増
田
徹
弥

さ

ん
（

４

年

次
）
が
乾
杯
の

音
頭
を
取
り
、

第
21
期
生
の
鈴

木
将
さ
ん
（
平

20
）

と

菊

池

雄

一

朗

さ

ん

（
同
）
の
司
会
で
会
が
進
め

ら
れ
た
。
卒
業
生
68
人
を
代

表
し
て
５
人
が
近
況
報
告
。

歓
談
後
ビ
ン
ゴ
大
会
が
催
さ

れ
た
。

　
最
後
は
、
第
４
期
生
の
永

井
隆
雄
氏
（
昭
63
）
の
あ
い

さ
つ
と
鈴
木
将
さ
ん
の
「
川

越
締
め
」で
締
め
く
く
っ
た
。

　
幹
事
役
は
、
第
４
期
生
の

水
田
孝
一
氏
（
昭
63
）
と
第

５
期
生
の
吉
田
孝
史
氏
（
平

元
）
の
ほ
か
、
主
に
同
ゼ
ミ

「
双
六
会
」（
第
４
・
５
・

６
期
生
を
中
心
と
す
る
親
睦

会
。「
し
ご
ろ
く
」
を
も
じ

っ
た
命
名
）
を
は
じ
め
と
す

る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
務
め

た
。

 （
室
井
義
雄
経
済
学
部
教
授
）

室
井
ゼ
ミ
生
親
睦
深
め
る

交
流
会
に
新
旧
88
人

旬
に
家
族
の
待
つ
キ
ル
ギ
ス

に
帰
国
。
今
後
は
祖
国
で
治

療
を
続
け
る
。

　
帰
国
を
前
に
し
た
３
月
15

日
、
黒
瀬
教
授
ら
有
志
が

「
励
ま
す
集
い
」
を
都
内
で

開
き
、
チ
ム
ー
ル
さ
ん
は
元

気
な
姿
を
見
せ
た
。

　
黒
瀬
教
授
は
「
一
日
も
早

く
完
治
し
て
日
本
に
戻
っ
て

来
て
」
と
激
励
。
チ
ム
ー
ル

さ
ん
の
闘
病
を
知
っ
た
浪
曲

師
・
木
村
勝
千
代
さ
ん
（
平

２
文
）
が
創
作
浪
曲
「
キ
ル

ギ
ス
の
星
」
を
披
露
、
参
加

者
全
員
が
「
チ
ム
ー
ル
さ

ん
、
頑
張
れ
」
と
呼
び
か

け
、
支
援
を
続
け
る
こ
と
を

確
認
し
合
っ
た
。

　
チ
ム
ー
ル
さ
ん
は
「
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
支
援
を
忘
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
日
本

と
キ
ル
ギ
ス
の
友
好
に
尽
力

し
た
い
」
と
感
激
の
面
持
ち

だ
っ
た
。

　
「
チ
ム
ー
ル
を
支
援
す
る

会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
近
く

公

開

す

る
。http://www.

timur-shien.gr.jp/

▲　チムールさん（中央）と黒瀬教授（左）、

勝千代さん（右）＝都内で

日本・キルギスの懸け橋

突
然
の
病
と
闘
う
元
留
学
生

チ
ム
ー
ル
さ
ん
に
支
援
の
輪

▲
　
多
く
の
卒
業
生
が
参
加
し
た




